
※死者：高校２年１名(＋１)
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交通ルール わたしが守る 三木のまち

飲酒運転の根絶！！
アルコールが入れば視力・情報処理能力・注意力・判

断力が低下し、運転操作に大きく影響を及ぼします。

気持ちも大きくなり、スピードも出やすくなります。

事故を起こせば飲酒運転発覚を恐れて、当て逃げや

ひき逃げの原因となります。

・酒を飲んだら車を運転しない

・運転する時は酒を飲まない

・運転する人には酒を飲まさない

飲酒の伴うお出かけの際は公共交通機関の利用やハ

ンドルキーパーを決めたり、運転代行業の活用を！

飲酒運転を助長・容認した人も罰せられます。

11月から自転車の酒気帯び運転も罰則ができました。

年末年始は飲酒機会も増えます。飲酒

運転は悪質危険な行為であり、厳罰で

す。飲んだら運転しないの徹底を！！

早めのライト点灯

と反射材の活用！

早めのライト点灯をお願
いします。(推奨16時か
ら)
薄暮の時間帯が通勤通
学・帰宅ラッシュの交通量
の多い時間に被ります。
自動車や自転車等の車
両は早めにライト点灯
を！
自転車や歩行者の方は
併せて反射材を活用しま
しょう。車の光を浴びた反
射材はある程度遠くから
でも光を反射します。
自分の存在を知覚して
もらうことが事故防止に
つながります。


